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本申請書の提出により、最終試験の審査が開始されます。最終試験合格のための条件を確認するため、

以下の全ての項目を記入してください（まだ満たしていない場合は状況や見通しなどを記入）。 

1 
学位論⽂の題⽬（英語で書か
れた論⽂の英語題⽬および⽇
本語題⽬） 

Brain xxx weather xxx 

（脳波xxxの天気xxxに関する研究） 

2 
学位論⽂の主要な構成部分を
なしている、国際雑誌に掲載
された主論⽂（著者名、題⽬、
掲載誌名、巻、⾴、発表年） 

現在 Journal of xxxに投稿中。11月ごろには最初の査読が返ってき
て、1月には受理される見通し。 

3 
融合研究の成果物 
（論⽂や作品など） 
※２と同じでも構わない） 

Xxx, X., Handai, T., xxx, X., xxx, X.., "xxx xxx xxx xxx", Journal of Artificial Life and 

Robotics 20, 222-228, 2017 

4 
予備審査の確認︓以下２点、「①専⾨家として学位論⽂の研究成果を理解し説明でき
るか、②融合研究の成果を他の研究者にも容易に理解させることができるか」、を重
要な基準として評価されることを理解して申請書を作成したか︖（要✔） 

✔ 

5 
公聴会の確認︓１⽉下旬ごろに、英語による公開研究発表会を⾏い、研究内容および
プレゼンテーション能⼒（特に、分野の異なる研究者にも学位論⽂の内容と重要性を
伝えられるか）を審査されることを理解しているか︖（要✔） 

✔ 

6 GPIスキルが「グローバルリーダーに必要な資質があると認定される」⾒込みがあるこ
とを指導教員と共に確認しているか︖（要✔） ✔ 

7 TOEICのスコアが730点以上
であるか︖（要✔） 

現在700点であるが、2月までには730点以上になる見通し。また、海外
インターンシップを実施するなど、実際に海外で活動するための英語力
はある。 

※ 修了に必要な単位を修得している（⾒込みも含む）こと、在籍する研究科の学位審査
に合格する⾒込みがあることを指導教員と共に確認しているか︖（要✔） ✔ 
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学位論文における研究の内容 
 
   本欄には、学位論文における研究の、背景、目的、方法、結果、考察、結論について、冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し

た上で、適宜文献を引用しつつ図表を必ず用いて枠内に収まるように記述してください（フォント等は自由だが、枠を変更しては
ならない）。 

概要 ※学位論文における研究について、簡潔にまとめて記述してください（枠の大きさを変えないこと）。 

 脳波と天気は、あいうえお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終
えンふぁ内お原イオあ宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。あい
うえお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終えンふぁ内お原イオ
あ宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。あいうえお化装置絵馬イ
オンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終えンふぁ内お原イオあ宜雄エ反ジお寧お
あ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。 

学位論文の章立て 

 第一章：緒論 
 第二章：一分子顕微鏡による天気の解析 
 第三章：BMIが雨天時にもたらす世界的な影響の解析 
 第四章：深層学習とディープアクティブラーニングによる曇りの解明 
 第五章：脳波と天気の関係に対する理論的考察 
 第六章：総括 

 

本文  

 脳の・・・ 
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学位論文における研究の内容（つづき）
 
 一方で、・・・ 
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融合研究の内容 
 
   本欄には、本プログラムにおいて成果が得られた融合研究の、背景、目的、方法、結果、考察、結論について、冒頭にその概要

を簡潔にまとめて記述した上で、適宜文献を引用しつつ図表を必ず用いて枠内に収まるように記述してください（フォント等は自
由だが、枠を変更してはならない）。また、研究における自身の役割についてもよくわかるように記述してください。 

概要 ※融合研究について、簡潔にまとめて記述してください（枠の大きさを変えないこと）。 

情報通信と天気において脳波は、あいうえお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ
知恵おパ所パに終えンふぁ内お原イオあ宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼ
ぁけいどじあ。あいうえお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終え
ンふぁ内お原イオあ宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。あいう
えお化装置絵馬イオンビオfdじゃケ宇治と名半ヴぉあぉ知恵おパ所パに終えンふぁ内お原イオあ
宜雄エ反ジお寧おあ地おくぁ位うぇうおあぴえくぁんぼぁけいどじあ。 

本文  

 情報通信の・・・ 
 

 

  



最終試験 予備審査 

4 

 

融合研究の内容（つづき） 

 すなわち・・・ 
 

 

その他研究以外での活動、研究やその他活動により成長した点、博士号取得後の目標 
 
   本欄には、以下の全ての項目について、枠内に収まるように記述してください。図表は使用せず、文章のみにて記述すること。

なお、フォントは自由だが枠を変更してはならない。 
① 研究以外の活動のうち最も特筆すべきもの 
② 研究やその他活動全てを含み、博士課程教育の中で学んだことや成長したこと 
③ 現在考えている、自身が起こすまたは関与する未来のイノベーションについて 
④ 博士号取得から数年後の自身の目標、および数十年後の目標または自身の未来像 

① 私は、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

② いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい 

③ うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
うううううううううううううううううううう 

④ ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
ええええええええええ 

 




